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〒390-0803 長野県松本市元町１−８−２８ 

Tel.0263-33-1115 Fax.0263-33-6086 

築造後 50 年を経過した貴重な建造物を広く後世に継承するため、平成８

年度に「登録有形文化財」制度がつくられています。釜ヶ淵堰堤は、この

制度によって平成 14 年 9 月 3 日、文化庁から「登録有形文化財」としての

登録を受けました。 
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「登録有形文化財」 

上高地 釜ヶ淵砂防堰堤（昭和 19 年竣工）



 

 

ようこそ松本さぼうへ 

砂防
さぼう

という仕事は、山地
さんち

からの土砂
どしゃ

の崩壊
ほうかい

･ 流 出
りゅうしゅつ

から人々の命

や家などを守っています。 

松本
まつもと

砂防
さ ぼ う

は、糸魚川
い と い が わ

−静岡
しずおか

構造線
こうぞうせん

にほぼ沿って長野県
な が の け ん

北部
ほ く ぶ

から新潟
にいがた

県南部
け ん な ん ぶ

にかけて流れる姫川
ひめかわ

、槍ヶ岳
や り が た け

に 源
みなもと

を発し渓谷
けいこく

の急勾配
きゅうこうばい

を流れ

落ちる高瀬川
た か せ が わ

、槍ヶ岳
やりがたけ

から穂
ほ

高連峰
たかれんぽう

の東の麓
ひがし ふもと

を通り
とお

大正池
たいしょういけ

に注ぎ、

焼岳
やけだけ

噴火
ふんか

による荒廃
こうはい

が著しい
いちじる

四
よん

堀沢
ほりさわ

に合流
ごうりゅう

していく梓川
あずさがわ

、の三流域
さんりゅういき

の砂防事業をおこなっています。三流域はそれぞれの形状
けいじょう

、地質的
ち し つ て き

な

特質
と く し つ

からくる土砂
ど し ゃ

災害
さいがい

に見舞
み ま

われてきました。上流の山中が荒廃
こうはい

し、

本川に土砂を大量に吐きだし、それが大雨で土石流となり、堰
せき

止
と

めら

れて決壊
けっかい

、洪水
こうずい

に至
いた

るという災害
さいがい

です。 

砂防の仕事をすすめていくと、姫川
ひめかわ

、高瀬川
た か せ が わ

、梓川
あずさがわ

のいきものへ

影響
えいきょう

を及
およ

ぼすこともあります。そこで、いまでは様々な技術
ぎじゅつ

を使
つか

ったり

知恵
ち え

を絞
しぼ

り、できるだけ自然
し ぜ ん

環境
かんきょう

を壊
こわ

さないように仕事をすすめてい

ます。 

そのために、わたしたちは、姫川、高瀬川、梓川やそのまわりにすん

でいる生き物を調べています。この調査を「水
みず

と 緑
みどり

の 渓 流
けいりゅう

づくり

調査
ちょうさ

」といいます。 

この本は、松本
まつもと

砂防
さ ぼ う

事務所
じ む し ょ

が、平成３年度から調べてきた、砂防
さ ぼ う

の

仕事をすすめていくときに気をつけなければいけない生き物
い き も の

やこの

地域
ちいき

によく見られる生
い

き物
もの

について一部ご紹介するものです。 

この本では、残念
ざんねん

ながら姫川
ひめかわ

、高瀬川
た か せ が わ

、梓川
あずさがわ

上流
じょうりゅう

にいる生きものの

ほんの一部ですが、みなさんへ姫川、高瀬川、梓川上流の生きものを

ご紹介
しょうかい

いたします。 

松本砂防事務所職員一同
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